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I. 基本情報 

 

事  業  名 ： （日本語）研究公正高度化モデル開発支援事業 

      （英 語）Research and Development Program for Enhancement of Research Integrity 

 

研究開発課題名： （日本語）利益相反管理に関する理解と知識の充実を目指した教育プログラム（研修

教材）の開発と普及 

      （英 語）To develop and disseminate the education program for the Conflict of  
Interest management for researcher as the project leader. 

 

研究開発担当者  （日本語）国立大学法人東京医科歯科大学 統合研究機構 産学連携研究センター 
教授・産学連携研究センター長 飯田 香緒里 

所属 役職 氏名： （英 語）Tokyo Medical and Dental University, Institute of Research, Research  
Center for Industry Alliances, Professor/ Director, Kaori Iida 

      

実 施 期 間： 平成 29 年 1 月 6 日 ～ 平成 29 年 3 月 31 日 

 

分担研究     （日本語）利益相反管理に関する理解と知識の充実を目指した教育プログラム（研修

教材）の開発と普及 

開発課題名：  （英 語）To develop and disseminate the education program for the Conflict of  
Interest management for researcher as the project leader. 

     

研究開発分担者   （日本語）国立大学法人東京医科歯科大学 統合研究機構 医療イノベーション推進

センター 教授・産学連携研究センター長 小池竜司 

所属 役職 氏名： （英 語）Tokyo Medical and Dental University, Institute of Research, Medical  
Innovation Promotion Center, Profeffor/ Director, Ryuji Koike 

 

研究開発分担者   （日本語）国立大学法人東京医科歯科大学 統合研究機構 生命倫理研究センター 

講師 江花有亮 

所属 役職 氏名： （英 語）Tokyo Medical and Dental University, Institute of Research, Life Science  
and Bioethics Research Center, 
Junior Associate Professor, Yusuke Ebana 
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II. 成果の概要（総括研究報告）

和文

利益相反管理教育プログラム開発を円滑に遂行するために結成した利益相反教育プログラム開発

チーム会議を月 1 回開催し、利益相反管理に関する理解と知識の充実のための①『利益相反 e-ラー

ニング教材』、②研究者が実際の利益相反管理を行う上での必要な知識をまとめた教材『研究リーダ

ーのための利益相反管理マニュアル』、の開発に向け、教材の目的、骨子、目次など具体的な検討を

行った。並行し、教育プログラムの立案のための調査活動として、利益相反教育について先進的な

米国の状況含め海外の状況を中心に、国内外の利益相反教育の実態について、訪問あるいは文献、

web 上で公開されている情報について実態調査を行った。会議では、実施した国内外の利益相反倫

理教育実態及び教育プログラムの調査の結果をもとに検討、利益相反専門家の意見を取り入れなが

ら、全国の医学研究に取り組む研究者の利益相反管理に関する理解と知識の充実に取り組んだ。

英文

The management team takes the Conflict of Interest education program development team 
meeting monthly with the purpose of developing the e-learning training material for researcher 
as the project leader. We created the contents of training material based on the general survey of 
the current state of United Stats. 

III. 成果の外部への発表

（１）学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌  0 件、国際誌 0 件） 
  該当無し

（２）学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表

1. 利益相反マネジメントの強化の要請と実施状況（研究者向け COI 教材開発の取組）,飯田香緒里,
全国医学部長・病院長会議：医学研究倫理指針と、ＣＯＩマネジメントの改訂、及び臨床研究

法案の施行に関する説明会,2017/3/8,国内

（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み

  該当無し

（４）特許出願 

該当無し 


